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No. アクション 実績／進捗

1
【コミュニケーションツールの

選定及び導入】
Microsoft365及びTeamsを導入
し、利用できる環境の構築

Teams（Microsoft365）の機能活用による、
・web会議機能を活用しての会議のweb化によるタイムコスト削減
・チャット機能の高性能化による情報共有の効率化・情報の可用性向上
・カレンダー機能の活用によるスケジュール管理・リソース管理の実現
・タスク管理機能の利用によるマネジメント向上

2

【共有ストレージへの
データ移行】

Teams、onedrive、Sharepoint
を活用し様式、台帳、規定類、
その他共有が必要な情報を効果

的に共有する。

情報の可用性・機密性・完全性向上による、情報セキュリティの向上・業
務効率化

3

【ポータルサイト構築・運用】
Sharepointを活用し、ポータルサ

イトを作成し、社内規則・様式・台帳
類などを共有する。

お知らせ、社長メッセージ・MVVを
掲載する。

・社長メッセージ、MVVの浸透によるコンプライアンス向上
・情報共有の最適化による業務効率化
・社長メッセージ、MVVの浸透による社内ブランディング向上

今年度の取組み



社長メッセージ

物流業界では、労働時間の厳格化による2024年問題を抱えてい
る。社内にはこの課題を解決していかなくてはいけない。
本年度のDX推進として以下の目標に取組んだ。

①情報の共有化
②コミュニケーションの円滑化
③社内情報のデータベース化
④社員IT知識教育
⑤事務処理の効率化
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